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加東市内児童生徒数の推移（社地域）
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加東市内児童生徒数の推移（社地域）
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加東市内児童生徒数の推移（東条地域）
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加東市内児童生徒数の推移（滝野地域）
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小中一貫教育が取り組まれている背景

•教育基本法、学校教育法の改正による義務教育の
目的・目標設定の新設

•近年の教育内容の量的・質的充実への対応
•児童生徒の発達の早期化等に関わる現象
•中学校進学後の「中１ギャップ」への対応
•少子化等に伴う学校の社会性育成機能の強化の必
要性

平成２６年１２月１日文部科学省中央教育審議会小中一貫教育特別部会資料より
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小中一貫教育で児童生徒に期待される効果

１ 学習意欲、学力の向上

２ いわゆる『中１ギャップ』の軽減

３ 豊かな人間性や社会性の育成

４ 中学生の自尊感情の向上

平成２６年１２月１日文部科学省中央教育審議会小中一貫教育特別部会資料より



小中一貫教育における指導区分の一例

現行

小中一貫校

小学1年 小学2年 小学3年 小学4年 小学5年 小学6年 中学1年 中学2年 中学3年

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 7年生
（中1）

8年生
（中2）

9年生
（中3）

前期
小学校の指導体制

（学級担任制）

中期
小中の円滑な接続

（学級担任制・一部教科担任制）

後期
中学校の指導区分

（学級担任制・教科担任制）

基礎基本の定着・反復
生活習慣・学習習慣の定着

基礎基本の徹底
思春期の課題に対応

自主自立の態度
の育成



小中一貫教育の取組例

•小学校における教科担任制の実施
•小・中学校教員による「相互乗り入れ授業」の
実施

•系統性・連続性のある「英語教育」の実施
•特別支援教育の連続性の強化
•卒・入学式以外に発達段階の区切りを意識させ
る行事の実施 等



小中一貫教育で懸念されている課題

•人間関係の固定化による悪影響
•転出入者の新たな学校への適応
•小学校高学年のリーダー性の育成
•中学生の生徒指導上の問題が小学生に悪影響

平成２６年１２月１日付け文部科学省中央教育審議会小中一貫教育特別部会資料より



小中一貫教育の配置計画

•東条中学校区

•社中学校区

•滝野中学校区

平成３３年４月
東条地域小中一貫校
（一体型）開校

平成３６年４月
社地域小中一貫校
（併設型）開校

平成４０年４月
滝野地域小中一貫校

（一体型・併設型のいずれか）開設




